
　本学では以下のとおり、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成及び実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
を定めている。また、これらの方針のもと、主体的に学び、研究を深める意欲のある入学者を受け入れるために、次のとおり
全学および各学部学科において入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を設定している。

全学共通部分（参考：学則第１条…「深く専門の学芸を教授研究」「カトリック精神及び日本文化の優れた伝統を体し、教養高き女性を育成」）

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、全
人的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立・自
律した健康な女性
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キリスト教精神に基づい
て他者と自分を尊ぶ全人
的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立・自
律した女性として健康に
生きていく態度を身につ
けている。

共通教育科目では、キリスト教精
神に基づき、豊かな人間性と良
識、さらには他者への奉仕の精神
を育てるためのベースとなる「カ
トリック教育」に関する科目を１・
２年次に配置し、必修および選択
必修を合わせて６単位以上とす
る。さらに、自立・自律した女性と
して健康に生きていく態度を身に
つけるための「女性」および「健
康」に関する選択科目を配置する。

〔期待する能力〕
本学の建学の理念であるキ
リスト教精神に触れ、理解し
ようとする。他者や社会に
奉仕する中で自己の人格を
高めようとする。
〔選考方法〕
自己記入書(志望理由書、自
己アピール)、調査書、面接

人間やその生活、社会、
自然のすべてについての
幅広い知識と教養を身に
つけ、新たな理解を行い、
自己涵養に努める女性
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人間やその生活、社会、
自然のすべてについての
幅広い知識と教養を身に
つけるとともに、それらを
基にさらに新しい事柄を
理解する力を身につけて
いる。

共通教育科目では、幅広い知識と
教養を身につけるため「人間と文
化」「生活と社会」「人間と自然」
の３領域からなる教養科目を配置
し、各領域２単位以上を選択必修
とする。（さらなる専門的知識とそ
の理解力を養うため、各学部学科
の専門領域の概論等に関する科
目を配置する。）

〔期待する能力〕
高等学校における学習内容
を基礎として、各専門分野
に資する知識と理解の土台
がある。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール)、調査書、レ
ポート、学力試験、口頭試
問、資格検定

グローバル化の時代に対
応し、外国語および日本語
で、国籍や言語の異なる
人々とも円滑にコミュニ
ケーションを行うスキルや
外国語を読み書きできる
力を身につけた女性
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国籍や言語の異なる人々
と共に生きていくために
必要な、日本語および外
国語でのコミュニケーショ
ンスキルと読み書き能力
をひととおり身につけてい
る。

共通教育科目では、言語コミュニ
ケーションスキルと読み書き能力
を育成するため、母語である日本
語、英語および他の言語について
の科目を継続的に学べるように段
階的に配置する。そのうち日本語
については、日常の文書作成に必
要な読み書きの基礎から研究論
文執筆をにらんだアカデミックラ
イティングの探求科目まで配置す
る。英語や他の外国語については、
１～２年次に週２回授業を行い定
着を図る。（さらに、専門性に応じ
た言語力を育成するため、各学部
学科の専門教育科目を配置する。）

〔期待する能力〕
高等学校卒業程度の国語
力をもち、英語などの外国
語で読み、書き、聞く、話
す意欲がある。
〔選考方法〕
自己記入書(志望理由書、自
己アピール)、レポート、学
力試験、面接、口頭試問、
資格検定、英作文　

現代社会のさまざまな課
題に対して、知識や現象を
分析し、適切な情報処理を
行って、批判的、論理的に
思考し、問題解決を行う力
を身につけた女性
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現代社会のさまざまな課
題に対して、分析、情報処
理を行い、批判的、論理
的な思考によって解決しよ
うとする力を身につけてい
る。

共通教育科目では、思考の礎とな
る教養を教養科目から身につける
とともに、情報処理については、
その考え方の基礎から応用、発展
までの科目を配置する。（現代社
会のさまざまな課題を解決するた
めの思考力・問題解決力を育成す
るため、各学部各学科の専門教育
科目を配置する。）

〔期待する能力〕
課題について粘り強く考え
ようとし、広い視野をもっ
て、自らの考えを柔軟に評
価・修正できる
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、レポート、
学力試験、面接、口頭試問

他者に心を開き、社会で不
利な立場におかれた人々
を含む、さまざまな人々と
共生・協働する力を身につ
け、すべての人が幸せに生
きていくことに貢献する力
を身につけた女性
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さまざまな他者と共生・協
働するために必要な力を
身につけている。

共通教育科目では、社会の中でさ
まざまな他者と共生・協働するた
めに必要な力として、キャリア形
成に関する科目、他者との関係づ
くりに必要な「ホスピタリティ」を
学ぶ科目、および実際の協働へと
結びつける「ボランティア」に関
する科目等を配置している。
（さらに必要な知識や理論を学べ
るように、各学部共通科目や各学
科の専門教育科目に多くの科目
を配置している。）

〔期待する能力〕
人と協力してともに問題解
決をしようとする意欲をも
ち、集団での活動経験（部
活動、課外活動、ボランティ
アなど）を活かし、様々な
学習に能動的に参加できる。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、調査書、面
接

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信する女性。また、専
門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に
取り組み、学修成果をまと
め、創造的に発信する女性
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総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信することができる。
（専門知識を基盤に、自ら
立てたテーマに基づき研
究に取り組み、学修成果を
まとめ、創造的に発信する
ことができる。）

（実践的に他者や社会に対して、自
らの学習成果を創造的に発信す
ることができる科目として、各学
部学科の専門教育科目卒業研究
等の科目を配置する。）

〔期待する能力〕
自らが学習したことを他者
に明確に説明しようとし、さ
らに学習を通じて新たなア
イディアやものを創り出そ
うとする。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、レポート、
学力試験、面接、口頭試問

３－⑹　京都ノートルダム女子大学　３つの方針
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